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　心
こころ

のバリアフリーとは、子
こ

供
ども

からお年
とし

寄
よ

りまで、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、全
すべ

ての人
ひと

が

お互
たが

いに助
たす

け合
あ

い、思
おも

いやりの心
こころ

を持
も

って相
あい

手
て

に接
せっ

することを意
い

味
み

しています。

　車
くるま

いすを使
し

用
よう

しているＡさんの行
い

きたいお店
みせ

には、入
い

り口
ぐち

に段
だん

差
さ

があるため、このお

店
みせ

に入
はい

ることができません。「Ａさんが車
くるま

いすを使
し

用
よう

している」からお店
みせ

に入
はい

ることがで

きないのでしょうか。

　では、階
かい

段
だん

をスロープに替
か

えてみましょう。

　Ａさんはこのお店
みせ

に入
はい

ることができるようになりました。

　こうした困
こま

りごとであるバリア（障
しょう

壁
へき

）は、障
しょう

害
がい

があることそのものではなく、さまざ

まな人
ひと

がいることを考
かんが

えずに作
つく

られた社
しゃ

会
かい

の構
こう

造
ぞう

や仕
し

組
く

みにより生
う

まれています。

　社
しゃ

会
かい

によって作
つく

り出
だ

されるバリアは、みんなでなくしていく必
ひつ

要
よう

があります。

　みなさんには、このハンドブックをとおして、社
しゃ

会
かい

のバリアをなくすためには、自
じ

分
ぶん

に

なにができるかを考
かんが

えるきっかけにしてもらえたらうれしいです。

はじめに

気
き

づいてみよう！　

バリアフリーとユニバーサルデザイン

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

発
はっ

達
たつ

／精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

妊
にん

娠
しん

・子
こ

育
そだ

て中
ちゅう

の人
ひと

認
にん

知
ち

症
しょう

その他
た

の障
しょう

害
がい

／多
た

様
よう

性
せい

について

見
み

つけてみよう！いろいろなマーク

台
たい

東
とう

区
く

の取
と

り組
く

み
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Ｐ.  ２

Ｐ.  ４

Ｐ.  ５

Ｐ.  ７

Ｐ.  ９
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Ｐ.１４

Ｐ.１５

Ｐ.１６

Ｐ.１７
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はじめに

目
もく

　次
じ



 !   気
き

づいたことを書
か

いてみよう

　まちのなかで「困
こま

っている人
ひと

」になにができるかな？

次
つぎ

のページに解
かい

説
せつ

があります。

？

ー 2 ー

気
き

づいてみよう！



エレベーターは必
ひつ

要
よう

としている人
ひと

に

ゆずろう。

荷
に

物
もつ

を持
も

ち、階
かい

段
だん

の上
のぼ

り下
お

りを

お手
て

伝
つだ

いしよう。

「ヘルプマーク」（※）をつけている

人
ひと

が困
こま

っているようであれば声
こえ

をか

けよう。　　　※ヘルプマーク 16ページ

点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

には、荷
に

物
もつ

や

自
じ

転
てん

車
しゃ

などを置
お

かないように

しよう。

高
たか

い所
ところ

に手
て

が届
とど

いていないときはお手
て

伝
つだ

いしよう。

ー 3 ー ー 4 ー



 !   バリアフリーとは？

バリアフリーとユニバーサルデザイン

　暮
く

らしの中
なか

で感
かん

じるさまざまな不
ふ

便
べん

さや困
こま

りごとであるバリアをなくしていこうとする考
かんが

え方
かた

です。

 !   ユニバーサルデザインとは？

　年
ねん

齢
れい

、性
せい

別
べつ

、国
こく

籍
せき

、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

などにかかわ

らず、だれもが利
り

用
よう

しやすいよう、はじめから

バリアを作
つく

らないようにする考
かんが

え方
かた

です。

　バリアフリーもユニバーサルデザインも、全
すべ

ての人
ひと

が暮
く

らしやすい

環
かん

境
きょう

を作
つく

ろうとする考
かんが

え方
かた

です。

　車
くるま

いすの人
ひと

でも使
つか

いやすいよ

うに、土
ど

台
だい

の一
いち

部
ぶ

がくりぬかれた

形
かたち

になっています。

　手
て

すりもついているので、だれ

でも安
あん

心
しん

して使
つか

えます。

　車
くるま

いすの人
ひと

でも使
つか

えるように

室
しつ

内
ない

が広
ひろ

くなっていて、ベビー

シートや幼
よう

児
じ

用
よう

いす、オストメイト

（人
じん

工
こう

肛
こう

門
もん

、人
じん

工
こう

ぼうこうを使
つか

う

人
ひと

）に対
たい

応
おう

した設
せつ

備
び

があるなど、

利
り

用
よう

しやすいように設
せっ

計
けい

されて

います。

　絵
え

で情
じょう

報
ほう

を表
あらわ

しています。視
し

力
りょく

の低
てい

下
か

した高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

者
しゃ

、

外
がい

国
こく

人
じん

にもわかりやすく、トイレ

や案
あん

内
ない

板
ばん

などさまざまな場
ば

所
しょ

に

使
つか

われています。

■ 水
みず

飲
の

み場
ば

■ バリアフリートイレ ■ ピクトグラム

ー 4 ー

まちのなかにあるユニバーサルデザイン



 !   困
こ ま

っていること

● 少
すこ

しの段
だん

差
さ

でも越
こ

えることが大
たい

変
へん

です。 ● 棚
たな

の上
うえ

や床
ゆか

にあるものを取
と

ることが難
むずか

しいです。

● 物
もの

を持
も

つことや文
も

字
じ

を書
か

くことなどが難
むずか

しい人
ひと

もいます。

 !   私
わたし

たちにできること

● 電
でん

車
しゃ

やバスの優
ゆう

先
せん

席
せき

、駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

の優
ゆう

先
せん

スペースは、

　 必
ひつ

要
よう

な人
ひと

のために空
あ

けておきましょう。

肢
し

体
た い

不
ふ

自
じ

由
ゆ う

　病
びょう

気
き

やけがなどで、体
からだ

の一
いち

部
ぶ

や全
ぜん

身
しん

に障
しょう

害
がい

があり、立
た

つ、歩
ある

く、着
き

替
が

えるなど日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の動
どう

作
さ

が

困
こん

難
なん

になった状
じょう

態
たい

をいいます。車
くるま

いすや杖
つえ

を使
つか

っている人
ひと

、義
ぎ

足
そく

や義
ぎ

手
しゅ

の人
ひと

もいます。

　困
こま

っているところを見
み

かけたら、「お手
て

伝
つだ

いしましょうか」と声
こえ

をかけましょう。

　一
ひ と り

人でお手
て

伝
つだ

いできない場
ば

合
あい

は、無
む

理
り

をせず周
まわ

りの人
ひと

に声
こえ

をかけましょう。
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車
くるま

いす各
か く

部
ぶ

の名
め い

称
しょう

車
くるま

いすの種
し ゅ

類
る い

● 電
でん

動
どう

車
くるま

いす　
電
でん

気
き

の力
ちから

によって動
うご

く車
くるま

い

すです。多
おお

くのものは手
ても

元
と

にあるレバーで操
そう

作
さ

して、

車
くるま

いすを動
うご

かします。

● 子
こ

供
ども

用
よう

車
くるま

いす　
病
びょ

気
うき

や障
しょう

害
がい

が理
りゆ

由
う

で、車
くるま

いすがないと

移
いど

動
う

できない子
こ

供
ども

が利
りよ

用
う

しています。

ベビーカーと形
かたち

が似
に

ています。

※車
くるま

いすには他
ほか

にもいろいろな

　種
しゅ

類
るい

があります。

車
くるま

いすの基
き ほ

本
ん

的
て き

な押
お

し方
か た

● 押
お

し始
はじ

めるとき　
「押

お
しますよ」と声

こえ
をかけて

から、押
お

し始
はじ

めてください。

前
ぜん

後
ご

左
さ

右
ゆう

に注
ちゅう

意
い

して、ゆっく

り押
お

していきます。

● スロープを下
お

りる時
とき

　
スロープなどを下

お
りる時

とき
、前

まえ
向
む

き

のまま進
すす

んでしまうと、車
くるま

いすに

乗
の

っている人
ひと

が前
まえ

のめりになっ

てしまい、とても危
き

険
けん

です。この

場
ばあ

合
い

には、後
うし

ろ向
む

きで車
くるま

いすを

引
ひ

くようにして下
お

りましょう。

車
くるま

いす介
かい

助
じょ

で一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

なことは、声
こえ

かけです。

出
しゅっ

発
ぱつ

するとき、止
と

まるとき、曲
ま

がるときなど、次
つぎ

になにをするのか、声
こえ

をかけてから動
うご

かしましょう。

「一
ひと

声
こえ

一
ひと

動
どう

作
さ

」と覚
おぼ

えてください。

①手
て

押
お

しハンドル
車
くるま

いすでの移
いど

動
う

を介
かい

助
じょ

する方
かた

が持
も

って

操
そう

作
さ

するハンドルです。

②アームサポート
乗
の

る人
ひと

が腕
うで

を置
お

きます。

③フットサポート
乗
の

る人
ひと

が足
あし

を置
お

きます。
④キャスタ
前
ぜん

輪
りん

⑤ハンドリム
車
くるま

いすを自
じり

力
き

で動
うご

かす時
とき

に使
つか

います。

⑥ブレーキ
車
くるま

いすを止
と

めるときに使
つか

います。

⑦ティッピングレバー
前
ぜん

輪
りん

を上
あ

げる時
とき

に使
つか

います。

⑧駆
く

動
どう

輪
りん

後
こう

輪
りん
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 !   困
こ ま

っていること

● 目
め

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

は、点
てん

字
じ

ブロックを頼
たよ

りに歩
ある

　 いています。

　 �点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

に人
ひと

がいたり、物
もの

が置
お

いて

あったりすると気
き

付
づ

かずにぶつかってしま

います。

視
し

覚
か く

障
し ょ う

害
が い

　「目
め

が全
まった

く見
み

えない」「少
すこ

しは見
み

えるがとても見
み

えにくい」「見
み

える範
はん

囲
い

が狭
せま

い」などの状
じょう

態
たい

をい

い、見
み

え方
かた

は人
ひと

により違
ちが

います。視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が安
あん

心
しん

、安
あん

全
ぜん

に歩
ある

くには、白
はく

杖
じょう

の使
し

用
よう

や盲
もう

導
どう

犬
けん

の助
たす

け

が必
ひつ

要
よう

です。また、これらには周
しゅう

囲
い

に自
じ

身
しん

が視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

であることを知
し

ってもらう役
やく

割
わり

もあります。

● ハーネスをつけている盲
もう

導
どう

犬
けん

は仕
し

事
ごと

中
ちゅう

です。

　 勝
かっ

手
て

にさわったり、話
はな

しかけたり、写
しゃ

真
しん

を撮
と

っ

　 たりすると、仕
し

事
ごと

に集
しゅう

中
ちゅう

できず、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

　 が安
あん

全
ぜん

に歩
ある

けなくなることがあります。

● 歩
ある

きスマホなどをしている人
ひと

に接
せっ

触
しょく

して、

　 転
てん

倒
とう

しそうになります。

　線
せん

状
じょう

の突
とっ

起
き

が、進
しん

行
こう

方
ほう

向
こう

を表
あらわ

しています。

　点
てん

状
じょう

の突
とっ

起
き

が、危
き

険
けん

な場
ば

所
しょ

や目
もく

的
てき

地
ち

を表
あらわ

しています。

　階
かい

段
だん

前
まえ

、横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

前
まえ

などに

設
せっ

置
ち

されています。

■ 誘
ゆう

導
どう

ブロック（線
せん

状
じょう

ブロック） ■ 警
けい

告
こく

ブロック（点
てん

状
じょう

ブロック）

ハーネス
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 !   私
わたし

たちにできること

● 移
い

動
どう

のお手
て

伝
つだ

いをするときは、まずは声
こえ

か

　 けをし、相
あい

手
て

の斜
なな

め前
まえ

に立
た

って、相
あい

手
て

がつか

　 みやすいところ（ひじから肩
かた

のあたり）を

　 軽
かる

く持
も

ってもらいましょう。歩
ある

く速
そく

度
ど

は相
あい

手
て

　 に合
あ

わせ、段
だん

差
さ

や坂
さか

があるときは声
こえ

かけし

　 ましょう。

　困
こま

っているところを見
み

かけたら、「お手
て

伝
つだ

いしましょうか」と声
こえ

をかけましょう。また、横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

や

駅
えき

のホームなどで危
あぶ

ないと感
かん

じたときは、迷
まよ

わず声
こえ

をかけ、危
き

険
けん

を知
し

らせましょう。

● 道
みち

や方
ほう

角
がく

を教
おし

える場
ば

合
あい

、３時
じ

の方
ほう

向
こう

、９時
じ

の

　 方
ほう

向
こう

など時
と

計
けい

の文
も

字
じ

盤
ばん

を意
い

識
しき

して、教
おし

えま

　 しょう。

　視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が安
あん

全
ぜん

に利
り

用
よう

できる建
たて

物
もの

、機
き

器
き

であ

ることを示
しめ

しています。信
しん

号
ごう

機
き

や音
おん

声
せい

案
あん

内
ない

のある

エレベーターやトイレなどに使
つか

われています。

　白
はく

杖
じょう

を頭
あたま

の上
うえ

５０ｃｍ程
てい

度
ど

に掲
かか

げていたら、ＳＯ

Ｓのシグナルです。見
み

かけたら、進
すす

んで声
こえ

をかけま

しょう。

■ 盲
もう

人
じん

のための

　 国
こく

際
さい

シンボルマーク
■ 白

はく

杖
じょう

ＳＯＳシグナル

　 普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

シンボルマーク

ー 8 ー



 !   困
こ ま

っていること

● 車
くるま

の音
おと

（クラクション）や自
じ

転
てん

車
しゃ

の音
おと

（ベル）

　  に気
き

づかないことがあります。

聴
ち ょ う

覚
か く

障
し ょ う

害
が い

　「音
おと

が聞
き

こえない」「聞
き

こえにくい」などの状
じょう

態
たい

をいい、生
う

まれた時
とき

から聞
き

こえない人
ひと

や途
と

中
ちゅう

から

聞
き

こえなくなった人
ひと

などがいます。聞
き

こえない、聞
き

こえにくいために音
おん

声
せい

でのコミュニケーションや

周
まわ

りの状
じょう

況
きょう

を知
し

ることが難
むずか

しいです。

● 待
まち

合
あい

室
しつ

などで呼
よ

ばれるときに目
め

に見
み

える情
じょう

　  報
ほう

がないと、気
き

づかないことがあります。

● 電
でん

車
しゃ

の遅
おく

れや災
さい

害
がい

などの緊
きん

急
きゅう

時
じ

に状
じょう

況
きょう

がわ

　  からないことがあります。

● マスクをしていると口
くち

の動
うご

きや表
ひょう

情
じょう

がわか

　 らず、相
あい

手
て

の話
はなし

を読
よ

み取
と

れないことがあり

　  ます。

？

？ ？？

？
○○さ～ん

ー 9 ー ー 10 ー



　聞
き

こえを助
たす

ける器
き

具
ぐ

を身
み

に着
つ

けている人
ひと

もいます。耳
みみ

につける補
ほ

聴
ちょう

器
き

や耳
みみ

の近
ちか

くに埋
う

め込
こ

む人
じん

工
こう

内
ない

耳
じ

などが

あります。

■ 補
ほ

聴
ちょう

器
き

・人
じん

工
こう

内
ない

耳
じ

 !   私
わたし

たちにできること

● 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、一
ひ と り

人一
ひ と り

人コミュニケーションの方
ほう

法
ほう

が違
ちが

います。

　 その人
ひと

にあったコミュニケーションをしましょう。

　困
こま

っている人
ひと

に声
こえ

をかけたとき、聞
き

こえない様
よう

子
す

がわかったら口
くち

元
もと

や手
て

の動
うご

きが見
み

えるようにそ

の人
ひと

の正
しょう

面
めん

に立
た

ち、情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えてみましょう。

筆
ひつ

　談
だん

（文
も

字
じ

を書
か

いて伝
つた

えます）

手
しゅ

　話
わ

（手
て

や顔
かお

の動
うご

きなどで伝
つた

えます）

　台
たい

東
とう

区
く

では、手
しゅ

話
わ

はひとつの言
こと

葉
ば

であると多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらうこと、

それぞれの障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

に合
あ

ったコミュニケーションを大
たい

切
せつ

にすることについ

て区
く

の考
かんが

え方
かた

を定
さだ

め、だれもがお互
たが

いに尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら暮
く

らすことので

きる地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
もく

的
てき

として、条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

しました。

 ♥️  台
た い

東
と う

区
く

手
し ゅ

話
わ

言
げ ん

語
ご

の普
ふ

及
きゅう

及
お よ

び障
しょう

害
が い

者
し ゃ

の意
い

思
し

疎
そ

通
つ う

の促
そ く

進
し ん

に関
か ん

する条
じょう

例
れ い

ありがとう
いつも

豆
まめ

知
ち

識
しき

口
こう

　話
わ

（口
くち

の動
うご

きで伝
つた

えます）
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 !   困
こ ま

っていること

● コミュニケーションを上
う

手
ま

くとれないことが

　 あります。

● 話
はなし

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

できないことがあります。

● おつりのやり取
と

りなどの計
けい

算
さん

が苦
にが

手
て

なことが

　 あります。

知
ち

的
て き

障
し ょ う

害
が い

　知
ち

的
てき

機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

がおおむね１８歳
さい

頃
ごろ

までに現
あらわ

れ、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の中
なか

でさまざまな不
ふ

自
じ

由
ゆう

が生
しょう

じること

をいいます。

　短
みじか

く、ていねいに、具
ぐ

体
たい

的
てき

に話
はなし

をしてみま

しょう。

　また、言
こと

葉
ば

や文
も

字
じ

だけではなく、身
み

振
ぶ

り、絵
え

、

写
しゃ

真
しん

、メモなどを使
つか

ってみてください。

 !   私
わたし

たちにできること

　話
はなし

を聞
き

くときは、相
あい

手
て

のペースに合
あ

わせて

穏
おだ

やかな言
い

い方
かた

を心
こころ

掛
が

けましょう。伝
つた

えること

が難
むずか

しそうなときは、コミュニケーションボード

（※）を使
つか

ってみてください。

※話
はな

し言
こと

葉
ば

によるコミュニケーションが難
むずか

しい人
ひと

などと、周
しゅう

囲
い

の人
ひと

た

ちとの間
あいだ

をつなぐ、話
はな

し言
こと

葉
ば

に代
か

わるものです。ボードに描
えが

かれた絵
え

を指
ゆび

さすことで自
じ

分
ぶん

の意
い

思
し

を伝
つた

えることができます。

？
1000
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 !   困
こ ま

っていること

● 急
きゅう

な出
で

来
き

事
ごと

や予
よ

定
てい

の変
へん

更
こう

への対
たい

応
おう

が苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

● 光
ひかり

や音
おと

、肌
はだ

触
ざわ

りなどの特
とく

定
てい

の刺
し

激
げき

に敏
びん

感
かん

で、大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

がいる

　 ところや気
き

温
おん

の変
へん

化
か

などへの対
たい

応
おう

が苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

● 聴
ちょう

覚
かく

が敏
びん

感
かん

な人
ひと

は、イヤーマフやノイズキャンセリングイヤホン、またはヘッドホンなどをして苦
にが

　 手
て

な音
おと

を防
ふせ

いでいます。身
み

に着
つ

けていると音
おん

楽
がく

を聴
き

いていると勘
かん

違
ちが

いされることがあります。

発
は っ

達
た つ

／精
せ い

神
し ん

障
し ょ う

害
が い

　生
う

まれつきみられる脳
のう

の働
はたら

き方
かた

の違
ちが

いによる障
しょう

害
がい

です。発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

には「自
じ

閉
へい

スペク

トラム症
しょう

」「注
ちゅう

意
い

欠
けつ

如
じょ

・多
た

動
どう

症
しょう

」などがあります。いくつかの発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

を併
あわ

せ持
も

つこと

もあり、症
しょう

状
じょう

の現
あらわ

れ方
かた

はさまざまです。

 !   私
わたし

たちにできること

　発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の要
よう

因
いん

はさまざまで、見
み

た目
め

ではわかりにくいです。また、いくつかの障
しょう

害
がい

を併
あわ

せ持
も

つ人
ひと

もいます。その人
ひと

に合
あ

った心
こころ

配
くば

りをしていくことが大
たい

切
せつ

です。話
はなし

を聞
き

くときは、相
あい

手
て

のペースに合
あ

わせて穏
おだ

やかな言
い

い方
かた

を心
ここ

掛
ろが

けましょう。

発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

　意
い

識
しき

、記
き

憶
おく

、感
かん

情
じょう

、意
い

欲
よく

など精
せい

神
しん

の機
き

能
のう

に障
しょう

害
がい

があり、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

がしづら

くなることをいいます。ストレスや病
びょう

気
き

など、要
よう

因
いん

はさまざまですが、誰
だれ

でもなる可
か

能
のう

性
せい

があります。

精
せ い

神
し ん

障
しょう

害
が い

 !   困
こ ま

っていること

● ストレスに影
えい

響
きょう

を受
う

けやすく、緊
きん

張
ちょう

したり、疲
つか

れやすかったりします。

● 人
ひと

との対
たい

面
めん

や対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

、コミュニケーションが苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。
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 !   困
こ ま

っていること

妊
に ん

娠
し ん

・子
こ

育
そ だ

て中
ち ゅ う

の人
ひ と

　妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

は、お母
かあ

さんのからだが赤
あか

ちゃんの成
せい

長
ちょう

や出
しゅっ

産
さん

のために準
じゅん

備
び

をする大
たい

切
せつ

な期
き

間
かん

です。特
とく

にはじめの頃
ころ

は、見
み

た目
め

はあまり変
か

わりませんが、つわりなどの体
たい

調
ちょう

変
へん

化
か

が見
み

られます。

　また、子
こ

育
そだ

て中
ちゅう

には、子
こ

供
ども

と一
いっ

緒
しょ

の外
がい

出
しゅつ

で、ベビーカーで移
い

動
どう

できるか、子
こ

供
ども

と一
いっ

緒
しょ

に利
り

用
よう

できる

トイレがあるか、子
こ

供
ども

が泣
な

き出
だ

さないかなど、不
ふ

安
あん

を感
かん

じている人
ひと

もいます。

● エレベーターは本
ほん

当
とう

に必
ひつ

要
よう

な人
ひと

が優
ゆう

先
せん

的
てき

に

　 使
つか

えるようにしましょう。

 !   私
わたし

たちにできること

　困
こま

っているところを見
み

かけたら「何
なに

かお手
て

伝
つだ

いしましょうか」と声
こえ

をかけて、サポートをしましょう。

● 電
でん

車
しゃ

やバスでマタニティマークをつけてい

　 る人
ひと

を見
み

かけたら席
せき

をゆずりましょう。

● 赤
あか

ちゃんが泣
な

いても、優
やさ

しい気
き

持
も

ちで見
み

守
まも

　 りましょう。

マタニティマーク

　妊
にん

産
さん

婦
ぷ
（妊

にん
婦
ぷ

または出
しゅっ

産
さん

後
ご

まもない産
さん

婦
ぷ

）が交
こう

通
つう

機
き

関
かん

などを利
り

用
よう

するときに身
み

につけ、周
まわ

りの人
ひと

に妊
にん

産
さん

婦
ぷ

であることを気
き

づいてもらいやすくする

ものです。

● 他
ほか

の人
ひと

がいる場
ば

所
しょ

で赤
あか

ちゃんが泣
な

きだすと、

　 慌
あわ

てたり、申
もう

し訳
わけ

ない気
き

持
も

ちになったりします。

● つわりで立
た

っていることもつらいことがあります。

● ベビーカーでは、階
かい

段
だん

を上
のぼ

り下
お

りできません。
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 !   困
こ ま

っていること

認
に ん

知
ち

症
し ょ う

　さまざまな原
げん

因
いん

で脳
のう

の働
はたら

きが悪
わる

くなり、ものごとがわからなくなることで生
せい

活
かつ

がしづらくなる状
じょう

態
たい

です。認
にん

知
ち

症
しょう

はとても身
み

近
ぢか

な病
びょう

気
き

で、だれもがなる可
か

能
のう

性
せい

があります。認
にん

知
ち

症
しょう

のある人
ひと

とその家
か

族
ぞく

が安
あん

心
しん

して暮
く

らせるまちをつくることが大
たい

切
せつ

です。

　認
にん

知
ち

症
しょう

のある人
ひと

は自
じ

分
ぶん

の症
しょう

状
じょう

を感
かん

じ、悩
なや

み、不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちになっています。

● 元
げん

気
き

がなくなってしまいます。

● 時
じ

間
かん

や月
つき

日
ひ

がわからなくなってしまいます。

● 今
いま

いる場
ば

所
しょ

がわからなくなってしまいます。

● 怒
おこ

りっぽくなってしまいます。

 !   私
わたし

たちにできること

　認
にん

知
ち

症
しょう

について正
ただ

しく理
り

解
かい

して、本
ほん

人
にん

やその家
か

族
ぞく

をあたたかく見
み

守
まも

りましょう。

● 優
やさ

しく声
こえ

かけ、本
ほん

人
にん

が困
こま

っていることをでき

　 る範
はん

囲
い

でお手
て

伝
つだ

いしましょう。

 ♥️  台
た い

東
と う

区
く

では、認
に ん

知
ち

症
しょう

のある人
ひ と

やその家
か

族
ぞ く

をあたたかく見
み

守
ま も

る
　  「応

お う

援
え ん

者
し ゃ

（サポーター）」を育
そ だ

てる講
こ う

座
ざ

を行
おこな

っています。

豆
まめ

知
ち

識
しき

認
にん

知
ち

症
しょう

サポーター養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ

の様
よう

子
す

認
にん

知
ち

症
しょう

サポーターカード
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その他
た

の障
し ょ う

害
が い

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

や病
びょう

気
き

により、脳
のう

にダメージを受
う

けたことで思
し

考
こう

や記
きお

憶
く

などの脳
のう

の機
き

能
のう

の

一
いち

部
ぶ

に障
しょう

害
がい

が起
お

きた状
じょう

態
たい

をいいます。見
み

た目
め

にはわかりにくい障
しょう

害
がい

です。
高
こ う

次
じ

脳
の う

機
き

能
の う

障
しょう

害
が い

　体
からだ

の内
ない

部
ぶ

に障
しょう

害
がい

があることをいい、見
み

た目
め

ではわかりにくいです。「疲
つか

れやすい」、

「携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の電
でん

波
ぱ

が悪
あく

影
えい

響
きょう

となる」、「トイレに不
ふ

自
じ

由
ゆう

する」など日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に不
ふ

便
べん

さを

感
かん

じることがあります。

内
な い

部
ぶ

障
しょう

害
が い

多
た

様
よ う

性
せ い

について
　他

ほか

にも、まちにはさまざまな人
ひと

がいます。だれもが自
じ

分
ぶん

らしく安
あん

心
しん

して暮
く

らせるまちにするため

には、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

や年
ねん

齢
れい

、性
せい

別
べつ

、国
こく

籍
せき

などの違
ちが

いを持
も

つ人
ひと

がともにいることを尊
そん

重
ちょう

し、偏
へん

見
けん

や思
おも

い

込
こ

みをなくすことが大
たい

切
せつ

です。

　台
たい

東
とう

区
く

にはたくさんの国
くに

の人
ひと

が生
せい

活
かつ

していて、言
げん

語
ご

や文
ぶん

化
か

、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

などさまざ

まな違
ちが

いがあります。やさしい日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

しかけましょう。
外
が い

国
こ く

人
じ ん

やさしい日
に

本
ほ ん

語
ご

とは？

　長
なが

い文
ぶん

章
しょう

を短
みじか

くする、簡
かん

単
たん

な言
こと

葉
ば

に言
い

い換
か

え

るなど、いろいろな工
く

夫
ふう

をすることで、外
がい

国
こく

人
じん

にもわかりやすくした日
に

本
ほん

語
ご

のことです。

（例
れい

）〇〇さんは欠
けっ

席
せき

です。 ▶ 〇〇さんは休
やす

みです。

やさしい日
に

本
ほん

語
ご

を
使
つか

って伝
つた

えてみよう！

注
ちゅう

目
もく

多
た

様
よ う

な性
せ い

のあり方
か た

　体
からだ

の性
せい

別
べつ

と自
じ

分
ぶん

が認
にん

識
しき

している性
せい

別
べつ

は、必
かなら

ずしも一
いっ

致
ち

するも

のではありません。

　また、恋
れん

愛
あい

対
たい

象
しょう

が必
かなら

ず異
い

性
せい

に向
む

くというものでもありません。

性
せい

のあり方
かた

はさまざまです。

（地
ち

域
いき

で暮
く

らす外
がい

国
こく

人
じん

とのコミュニケーションブック）
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　身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

補
ほ

助
じょ

犬
けん

法
ほう

の啓
けい

発
はつ

のた

めのマークです。

　身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

補
ほ

助
じょ

犬
けん

とは、盲
もう

導
どう

犬
けん

、

聴
ちょう

導
どう

犬
けん

、介
かい

助
じょ

犬
けん

のことをいいます。

■ ほじょ犬
けん

マーク
　「全

すべ
ての障

しょう
害
がい

のある人
ひと

」を示
しめ

す世
せ

界
かい

共
きょう

通
つう

のマークです。車
くるま

いすを使
つか

う

人
ひと

だけでなく、障
しょう

害
がい

のある全
すべ

ての人
ひと

達
たち

にとって利
り

用
よう

できる建
たて

物
もの

、設
せつ

備
び

で

あることを表
あらわ

しています。

■ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

のための国
こく

際
さい

シンボルマーク

　聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

の人
ひと

が身
み

につけて周
しゅ

囲
うい

に配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

なことを表
あらわ

すと同
どう

時
じ

に、公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

や店
てん

舗
ぽ

などが、聞
き

こえ

ない人
ひと

・聞
き

こえにくい人
ひと

への配
はい

慮
りょ

を

していることを表
あらわ

すマークです。

■ 耳
みみ

マーク

　人
じん

工
こう

肛
こう

門
もん

・人
じん

工
こう

ぼうこうを使
し

用
よう

す

る人
ひと

のためのトイレ設
せつ

備
び

が整
ととの

ってい

ることを表
あらわ

すマークです。

■ オストメイトマーク

　 障
しょう

害
がい

のある方
かた

が

困
こま

ったとき、周
まわ

りの人
ひと

に配
はい

慮
りょ

や手
て

助
だす

けをお

願
ねが

いするカードです。

■ ヘルプカード

　身
しん

体
たい

内
ない

部
ぶ

に障
しょう

害
がい

がある人
ひと

が使
しよ

用
う

するマークです。

■ ハート・プラスマーク
　外

がい
見
けん

からわからなくても援
えん

助
じょ

や

配
はい

慮
りょ

を必
ひつ

要
よう

としていることを知
し

らせ

るマークです。

■ ヘルプマーク

見
み

つけてみよう！いろいろなマーク
　それぞれのマークの意

い

味
み

を知
し

って、駅
えき

や商
しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

などでいろいろなマークを見
み

つけてみましょう。

　ハート・プラスマークやヘルプマークをつけた人
ひと

を

見
み

かけたら席
せき

をゆずる、困
こま

っているようであれば声
こえ

を

かけるなど、思
おも

いやりの

ある行
こう

動
どう

を取
と

りましょう。
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台
た い

東
と う

区
く

の取
と

り組
く

み

　区
く

内
ない

の小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

に、高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

者
しゃ

の動
うご

きづらさや不
ふ

便
べん

に感
かん

じていること

を体
たい

験
けん

する授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

っています。

　この体
たい

験
けん

を通
つう

じて、高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

害
がい

者
しゃ

の気
き

持
も

ちや普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

でどういうことが大
たい

変
へん

かを知
し

ること

ができます。

1 高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

・障
しょう

害
が い

者
し ゃ

疑
ぎ

似
じ

体
た い

験
け ん

　手
しゅ

話
わ

に興
きょう

味
み

をもっている人
ひと

や、手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

として活
かつ

動
どう

することを目
め

指
ざ

している人
ひと

などを対
たい

象
しょう

に、手
しゅ

話
わ

講
こう

習
しゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

しています。

2 手
し ゅ

話
わ

講
こ う

習
しゅう

会
か い

　区
く

内
ない

に住
す

んでいる、または区
く

内
ない

で働
はたら

いていて、手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

を必
ひつ

要
よう

とする人
ひと

のところに手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

が出
で

向
む

き、会
かい

話
わ

のお手
て

伝
つだ

いをしています。また、台
たい

東
とう

区
く

役
やく

所
しょ

の窓
まど

口
ぐち

ではタブレットの画
が

面
めん

をとおし

て手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

で会
かい

話
わ

のお手
て

伝
つだ

いをする遠
えん

隔
かく

手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

サービスを行
おこな

っています。

3 手
し ゅ

話
わ

通
つ う

訳
や く

者
し ゃ

の派
は

遣
け ん

体
たい

験
けん

の様
よう

子
す

手
しゅ

話
わ

講
こう

習
しゅう

会
かい

の様
よう

子
す

ー 17 ー ー 18 ー



　視
し

力
りょく

の弱
よわ

い人
ひと

や色
いろ

の識
しき

別
べつ

が苦
にが

手
て

な人
ひと

、文
も

字
じ

を読
よ

むのが苦
にが

手
て

な人
ひと

などがホームページを快
かい

適
てき

に見
み

るために、文
も

字
じ

の拡
かく

大
だい

・色
いろ

の変
へん

更
こう

・音
おん

声
せい

読
よ

み上
あ

げの機
き

能
のう

があります。

4 台
た い

東
と う

区
く

公
こ う

式
し き

ホームページ（文
も

字
じ

拡
か く

大
だ い

・音
お ん

声
せ い

読
よ

み上
あ

げ機
き

能
の う

）

　中
ちゅう

央
おう

図
と

書
しょ

館
かん

では、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

などにより活
かつ

字
じ

を読
よ

むことが難
むずか

しい人
ひと

に、対
たい

面
めん

朗
ろう

読
どく

や録
ろく

音
おん

図
と

書
しょ

の貸
かし

出
だし

を行
おこな

っています。また、障
しょう

害
がい

などにより図
と

書
しょ

館
かん

へ来
く

ることが難
むずか

しい人
ひと

に、本
ほん

やCDなどをお届
とど

けす

る「宅
たく

配
はい

サービス」を行
おこな

っています。

5 図
と

書
し ょ

館
か ん

の障
しょう

害
が い

者
し ゃ

サービス

　パラリンピック競
きょう

技
ぎ

がパラアスリートと体
たい

験
けん

できるイベントやボッチャなどの体
たい

験
けん

を行
おこな

っています。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とない人
ひと

がともに障
しょう

害
がい

者
しゃ

スポーツを体
たい

験
けん

することで、「楽
たの

しい」「うれしい」などの気
き

持
も

ちを共
きょう

有
ゆう

するきっかけにもなっています。

6 障
しょう

害
が い

者
し ゃ

スポーツの体
た い

験
け ん

　台
たい

東
とう

区
く

では、高
こう

齢
れい

者
しゃ

も障
しょう

害
がい

者
しゃ

も全
すべ

ての人
ひと

たちが安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

に暮
く

らすことができ

るように、みんなが利
り

用
よう

する施
し

設
せつ

や駅
えき

、道
どう

路
ろ

、公
こう

園
えん

などのバリアフリー化
か

を推
すい

進
しん

し

ています。また、さまざまな心
しん

身
しん

の特
とく

性
せい

や考
かんが

え方
かた

をもつ人
ひと

の理
り

解
かい

を深
ふか

め、コミュニ

ケーションを取
と

る力
ちから

を養
やしな

うため、「心
こころ

のバリアフリー」を推
すい

進
しん

しています。

7 台
た い

東
と う

区
く

バリアフリー基
き

本
ほ ん

構
こ う

想
そ う

ボッチャの様
よう

子
す

座
ざ

位
い

バレーボールの様
よう

子
す
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台東区
たい とう く

だれもが自分らしく安心してくらせるまちをめざして
じ ぶん あんしん

心のバリアフリー
ハンドブック

こころ

https://www.city.taito.lg.jp
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